


新型コロナウィルスが流行っていた頃、人同士が近い距離で
話し合ったり、共に食事をしたりしながら発生する飛沫を通
して感染症が広がることを防ぐために、一度に集まる 人数に
制限が設けられ、人と人の間に1メートルから2メートルとい
った距離をとることが勧められていました。

弱視の視覚障害者で、人や物の動きをその薄い影と光の
コントラストで認識し、聞こえて来る音や匂いで身の回
りの状況を推測することが多いますださんは、新型コロ
ナウィルス感染症が流行る前は、自宅を離れて外出する
ために同行援護という福祉サービスを利用していました。
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